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周囲が濡れている
室内外の湿度が高くありませんか？
ミストの水分が空気中で拡散せずに床面に
降下して濡れる場合があります。

ミスト量を少なくするか、
電源をお切りください。
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●下記のような場所には設置しないでください。

●湿気の多い場所でのご使用はお控えください。床面が濡れ
　ることがあります。

落下する恐れがある不安定な高所

外気温と差がある窓辺や壁など、
結露の恐れがある場所

カーテンや衣類などが霧に触れる場所

電化製品やパソコンなど精密機器の近く

畳、じゅうたん、カーペット、布団など、
水分を吸収しやすいところや吸気口を
ふさぐような場所

排水する時は必ず本体から水タンクをはず
して排水する。

①本体から水タンクを持ち上げて外します。
※本体と水タンクはロックされていませんので、
　移動の際はご注意ください。
②タンクキャップを図のように左に回して
　外します。
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差込プラグをコンセントから抜きます。

加湿量調節ダイヤルを右に回
すとミスト量が少なくなり、ダイ
ヤルが止まる位置でミストも止
まります。

本体の水槽に残った水は、排水位置から排水
します。

水タンク内の水は、キャップを外して排水します。

本体背面の電源スイッチを切ると、本体正面
の電源ランプが消灯します。
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電源スイッチ（背面）

水タンクを持ち運ぶ際には取っ手部分を持ち上げてください。
本体とはロックされていませんので、移動の際はご注意ください。

・水を、差込プラグや電源スイッチ、加湿量調節
  ダイヤルにかけたり、送風口に入れないでくだ
  さい。水漏れや火災、感電、ショート、故障の原
  因になります。

・電源プラグは必ず抜いてください。
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加湿量調節ダイヤル

本体正面に向かって右が吹出し口になるように、
水タンクをセットしてください（右図参照）。

持ち運びの際は、水がこぼれないようにキャップ面を
上にしてください。

給水口には水漏れ防止のゴムがついています。
無くさないようにしてください。

加湿量調節ダイヤルを左に回すとミスト量が多くなります。
お好みでミスト量を調節してください。

本体背面の電源スイッチを入れると、本体正面の電源ランプが緑に消灯します。

加湿量調節ダイヤル
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電源スイッチ（背面）
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